ソシキ ノ カッセイカモデル ノ シロン : アバシリ ノ チュウショウキギョウ ヲ チュウシン トシテ by 當間 政義 & Masayoshi TOUMA
組織の活性化モデルの試論
網走の中小企業を中心として
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平成 +2年 ,月 ,2日受付平成 +2年 .月 ,*日受理
要約 : 本研究の目的は 組織の活性化モデルを検証することである かつて筆者が実施した大企業 東京証
券取引所一部上場企業 の回答者 +1+人 N+1+ の調査研究の結果によれば 説明変数であるマネ
ジャのリダシップ行動と心理的エンパワメントについては ビジョン 面倒見行動 自己
決定 そして 有能感 の .つの次元から構成されていた また 目的変数である組織の活性化は 人間
関係の満足度 革新性 の ,つの次元から構成されていた 本研究の目的は この組織の活性化のモデル
が 調査対象が中小企業に変わっても有効であるかどうかを検証することである そこで 北海道網走支庁
管内にある中小企業を調査対象 N// としどのような傾向を示すかという実証研究をおこなった組織
の活性化モデルの検証結果説明変数の因子の数は一部上場企業を調査対象の場合 .変数であったのに対
して 中小企業を調査対象は 権限委譲 という因子が追加され /変数になった点であった
キワド : マネジャのリダシップ行動 心理的エンパワメント 組織の活性化 面倒見行動







の活性化の -つがあげられる さらに 各変数の次元は
マネジャのリダシップ行動が ビジョン 面倒見
行動 の ,つの次元で捉えられた また 心理的エンパ
ワメントは 自己決定 有能感 の ,つの次元で捉え
られた そして 組織の活性化として 人間関係の満足
度 革新性 の ,つの次元で捉えられた
以上に示される組織の活性化モデルが 北海道網走支庁
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る 具体的には 説明変数として マネジャのリダ
シップ行動 と 心理的エンパワメント ,つの変数に
ついてであるなお質問項目は説明変数の マネジャ
のリダシップ行動 を L Leadership 心理的
エンパワメント を E Empowerment とした
まず 説明変数である マネジャのリダシップ行
動 と 心理的エンパワメント についての概念の操作
化を行うために 変数を特定する必要がある この場合
説明変数の各	に対して次元を設けた 再度確認しておけ
ば マネジャのリダシップ行動 については ビ
ジョン ストレッチ&レバレッジ メンタリング
モデリング 権限委譲 の合計 /つの次元で捉えた 一
方 心理的エンパワメント については 有意味感
コンピタンス 自己決定感 影響感 の合計 .つの次
元で捉えた なお 説明変数については マネジャの





は 本来 +つの質問項目でも良いと考えられる しかしな




は 以下に示すことにする なお これらの質問項目は
アンケト用紙に + まったくちがう , どちらかとい
えばちがう - どちらともいえない . どちらかとい




 説明変数 + マネジャのリダシップ行動 に
ついての質問項目





 説明変数 , 心理的エンパワメント ついての質
問項目の提示













人間関係の満足 職務満足度 革新性 挑戦意欲
の合計 .つの次元で捉えたこの目的変数については 組







以下に示すことにする なお これらの質問項目は アン
ケ	ト用紙に + まったくちがう , どちらかといえば
ちがう - どちらともいえない . どちらかといえば











水産業 建設業 サ	ビス業を含んでいる これら調査対





,**/年 0月から ,**/年 1月の ,ヶ月の期間で /つの
組織で調査を行った
. 調査回収状況
今回の調査では /つの企業 12人に配布して合計 //件
N













N// をもとにして 因子分析を行い 因子を特定する
必要がある そして これらいくつかの因子から構成され
ると考えられる説明変数について 分析していくことにす








また 表 0では 以前に実施した大企業を対象にした調














L+. *.2+0 L+/ *.130 L+1 *.12. L++ *.1.0 L1
*.1./L2*.0*1L+**.1--L+,*.1-1L+-*.0,.


















したがって 主成分 + 面倒見行動 と名付けることにす
る そして この主成分値が大きいほど マネジャの
リダシップ行動として 面倒見行動が高いということ
になる
主成分 ,において 係数の絶対値が大きいのは E+
*.1+0 E- *.1+* E. *.1** L,, *.03- E, *.02,
L,- *.0,-であり符号がすべて正であるこれらのこと





る また コンピテンスという次元は 職務上の役割に特
有の個人の能力に対して自らが持っている個人の自負心で
ある したがって ここでは主成分 ,を心理的エンパワ
メントの 有能感 と名付けることにする この主成分値
が大きいほど 組織メンバの有能感が大きく影響を与え
るということになる
主成分 -において 係数の絶対値が大きいのは L-
*.1.1 L+ *.032 L, *.03. であり 符号がすべて正









主成分 .において 係数の絶対値が大きいのは E0
*.3*, E/ *.2-1 であり 符号が正である これらのこ





















すと以下の表 2のようになる この場合 固有値 +を最重
要視し 累積寄与率は 0*を目標として分析をおこなっ
た+* 以下の表 2にみるように 因子分析の結果 ,つの











主成分 +では 係数の絶対値が大きいのは R3 *.22/
R1 *.20+ R++ *.2+0 R+, *.1.2 R/ *.1*+ R2
*.012 R. *.0+2 が大きく 符号はすべて正である こ
のことから 主成分 +は 目的変数のうち 目標達成 革
新性そして挑戦意欲を表す次元であると考えられる ここ
では 組織の活性化の 革新性 と名付けることにした
この主成分値が大きいほど 組織の活性化として 組織メ
ンバの革新性が重要な次元ということになる
主成分 ,では 係数の絶対値が大きいのは R, *.3,+
R+ *.23+ R- *.201 であり 符号はすべて正である
これらのことから 主成分 ,は 目的変数のうち 人間関
係の満足を表す次元であると考えられ ここでは そのま













では 因子 主成分 の数が .であったのに対して 中小
企業を調査対象とした組織の活性化モデルの結果では /
つになった点である 因子 /は 権限委譲と命名されたも




果では 因子 -と因子 .の順位が入れ替わった しかし
抽出された因子には 大きく影響を与えるとは言いがたい
といえるさらに詳細に見ていくと因子+ではL2とL+-










革新性 と 人間関係の満足度 の ,つであった 主成分











ジョン 面倒見行動 の ,つの次元で捉えられ 心理的
エンパワメントは 自己決定 有能感 の ,つの次元
で捉えられた さらに 組織の活性化 は 人間関係の
満足度 革新性 の ,つの次元で捉えられた




















参照されたい 當間政義 +332年 組織の活性化とエンパ
ワメント 日本経営教育学会 第 -2回全国大会報告要
旨當間政義 +333年創発戦略と組織の活性化拓殖大学
大学院研究年報 第 ,0号 そして 當間政義岡本眞一
,**/年 組織の活性化のモデル	マネジャのリダ
シップと人材のエンパワメント 東京情報大学研究論集









の活性化とエンパワメント 日本経営教育学会 第 -2回
全国大会報告要旨 當間政義 +333年 創発戦略と組織の
活性化 拓殖大学大学院研究年報 第 ,0号 そして 當間
政義岡本眞一 ,**/年 組織の活性化のモデル	マネ
ジャのリダシップと人材のエンパワメント 東京








を割愛した 以下の文献を参照されたい 當間政義 +332
年 組織の活性化とエンパワメント 日本経営教育学会










情報大学研究論集 Vol. 3 No. ,において 説明変数の因
子分析を行い 各変数の次元を抽出している
. Spreitzerの実証研究で用いた質問項目が掲載されている
論文は以下の通りである Spreitzer, G.M., +33/, psycho-
logical empowerment in the workplace : Dlmensions
Measurement and Validation, Academy of Management
Joumal, Vol. -2, No. /, pp. +..,+.0/. この論文の中に示し
てある質問項目を和訳し用いた
/ ここで 具体的な企業名は割愛し アルファベットで /社
の企業名を示したなお以下の表は調査対象企業を一部
上場企業の概要を示した これは當間政義岡本眞一
,**/年 東京情報大学研究論集 Vol. 3 No. ,において示
されている 大企業の調査対照表企業の概要の表を参照く
ださい
0 使用した質問項目については 金井壽宏 +33-年 変革ミ
ドルの探求白桃書房および堀洋道山本真理子松井




1 以下に 大企業を対象におこなった分析結果を示した こ
れは當間政義岡本眞一 ,**/年 東京情報大学研究論集






2 岡本眞一 +333年 多変量統計解析の基礎 創成社 p.
/.参照
3 この場合 SPSS++. /Jという統計ソフトを使用することに
よる
+* この場合 SPSS++. /Jという統計ソフトを使用することに
よる
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The Model of “the Rejuvenation of the Organization”
Case of small and medium-sized enterprise in Abashiri
By
Masayoshi TOUMA*
(Received February ,2, ,**0/Accepted April ,*, ,**0)
Summary : This research is to verify the model of “the rejuvenation of the organization”. When the
variable that composes the model of “the rejuvenation of the organization” is described, it becomes the
following. The explaining variable is composed of two ; ”The manager’s lead behavior” and “Psycho-
logical empowerment”. The dimension that composes this variable is four : ”Vision”, “Troublesome
behavior”, “Self-decision”, and “Competence”. The objective variable is composed of the rejuvenation
of the organization. The dimension that composes this variable is two ; ”Satisfaction rating of the
interpersonal relationship” and “innovation”. This result targets part answers of +1+ (N+1+) of the ++
listed company companies. The aim of this paper is to show that even if the investigation object
changes, the model of “the rejuvenation of the organization” can be veriﬁed as e#ective. Then, the
small and medium-sized enterprise in Abashiri in Hokkaido was investigated, and the experimental
study of this model was done. The result of the model of “the rejuvenation of the organization”, is as
follows. When the big enterprise was investigated, the factors were four. On the other hand, the factor
of “Delegation” was added when the small and medium-sized enterprise in Abashiri was investigated,
and it became ﬁve.
Key words : Manager’s leadership behavior, psychological empowerment, the rejuvenation of the
organization, competence
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